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18. 出穂特性の異なる小麦8品種が持つVrnおよびPpd遺伝子

（要約〕 Vrn遺伝子について、小麦 品種 「フクワセコムギ」、「ゼンコウジコムギ」、「Schomburgk」は

それぞれ Vrn-Dl、Vrn-D1、 Vrn-Alを持つ。 Ppd遺伝子について、「ハルヒカリ」は主働遺伝子を持た

ず、「農林59号」、「農林67号」、「農林61号」、「ゼンコウジコムギ」、「埼玉27号」、「Schomburgk」の

6品種は1個の同じ 主働遺伝子を持ち、「フクワセコムギ」は2個の主働遺伝子を持つ。
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［背景・ねらい］

小麦の品種育成 において出穂期は重要な形質のひと つである。 出穂期を決定 する重要な遺伝子 として、

低温要求性に関係する Vrn遺伝子 (Vernalization-insensitive gene : 秋播性 を春播性にする遺伝子） と 日長

反応性に関係する Ppd遺伝子(Photoperiod-insensitive gene : 長日性 を中性にする遺伝子）が知られている。

しかし、日本品種について、 Vrn遺伝子製は多くの品種 で不明であり、また、Ppd遺伝子型は明らかにさ

れていない。 そこで、日本品種の「農林59号」(vrn : 秋播性）、「農林67号」(vrn)、「農林61号」(Vrn

DJ)、「フクワセコムギ」、「ゼンコウジコムギ」、 「埼玉27号」(Vrn-AJ)、「ハルヒカリ」(Vrn-AlVrn-BJ)、

オーストラリア品種の 「Schomburgk」のうち未同定の3品種が持つVrn遺伝子 と 8品種が持つ Ppd遺伝

子を明らか にする。

［成果の概要• 特徴］

l. 既知系統に対する対立性検定の結果、「フクワセコムギ」、「ゼンコウジコムギ」、 「Schomburgk」はそ

れぞれVrn-Dl、Vrn-Dl、Vrn-Alを持つ （表1)。

2 緑1本春化処理(5℃ ·8時間日長条件の70日間） 後の 20℃ · 24時間日長条件における到穂日数は18

~ 27日で品種間差が小さい。一方、緑体春化処理後の20℃ ·8時間日長条件における到穂日数は「フ

クワセコムギ」 26日、他6品種 34~ 42日、「ハルヒカリ」80日で品種間差が大きい （図1)。したがっ

て、緑体春化処理後の 20℃ ·8 時問日長条件 における到穂日数は、低温要求性 とは関係なく 、日長反

応性の大きさの指標と なる。

3. 8品種間の交配組合せにおける日長反応性のF2. B1F1分析の結果、「ハルヒカリ」はPpd 主働遺伝子

を持たず、「農林59号」、「農林67号」、「農林61号」、「ゼンコウジコムギ」、「埼玉27号」、「Schomburgk」

の6品種は1個の同じPpd 主働遺伝子を持ち、「フクワセコムギ」は2個のPpd主働遺伝子を持つ（図

1・表2)。

［成果の活用面・留意点］

1. 品種が持つVrn およびPpd 遺伝子に関する情報は品種育成に役立つと ともに、分子遺伝学的研究に

利用できる。

表1 3品種と検定系統間の交配組合せの屁集団におけ

る春播性・秋播性の分離と適合分離比(x2検定）
F2 個体の分離 2

合計 適合
春播性秋播性 分離比

124 6 130 15 : 1 
117 13 130 15:1 
130 0 130 ** 
123 7 130 15:1 

95 35 130 3: 1 

交配組合せ1)

フクワセコムギX Vrn-A/
フクワセコムギX Vrn-B1
フクワセコムギX Vrn-D1 
フクワセコムギX Vrn-D5
フクワセコムギX vrn 

センコウジコムギX Vrn-A/ 
ゼンコウジコムギX Vrn-81 
ゼンコウジコムギX Vrn-01 
ゼンコウジコムギX Vrn-05 
ゼンコウジコムギX vrn 
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Schomburgk X Vrn-At 130 0 130 * * 
Schomburgk X Vrn-81 121 9 130 15: 1 
Schomburgk X Vrn-01 123 7 130 15 : 1 
Schomburgk X Vrn-05 122 8 130 15: 1 
Schomburgk X vrn 99 31 130 3 : 1 

1) Vrn-AI 、 Vrn-B1 、 Vrn-01 、 Vrn-05、 vrnはそれぞれ系統培玉27号、 TD (B) 、

TD (E) 、 TD (F) 、 農林 59号（秋播性）を示す。
2) 春播性・秋播性は無春化・20 ℃ 24時問日長条件における親と已の到穂日数に基

づいて分類した。
**: 1%水準で 15: 1 に適合しない。
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表2 8品種間の交配組合せのF2·B1已集団における中

性・長日性の分離と適合分離比(x2検定）
F2 個体の分離 ＂ 適＾ 

合計 ロ

中性長日性 分離比
1 07 23 130 3 : 1 
96 34 130 3 : 1 
96 34 130 3 : 1 
96 34 130 3 : 1 

1 04 26 130 3 : 1 
94 36 130 3:1 

126 4 130 15 : 1 

交配組合せ

ハルヒカリX農林59号
ハルヒカリx農林67号
ハルヒカリX農林61号
ハルヒカリXゼンコウジコムギ
ハルヒカリX 埼玉27号
ハルヒカリX Schomburgk 
ハルヒカリXフクワセコムギ

埼玉27号X農林59号
埼玉27 c X農林67号百

Cコ埼玉27
埼玉27 百

X農林61ラ、．
ち·Xゼンコウンコムギ

埼玉27号X Schomburgk 
埼玉27号Xフクワセコムギ

交配組合せ

130 0 
130 0 

i醤 g
130 0 
130 0 

B佑個体の分離 1)

中性長日性
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適合
分離比

ハルヒカリX
（ハルヒカリX埼玉27号） 26 29 55 1: 1 

ハルヒカリX
（ハルヒカリXフクワセコムギ）

1) 中性•長日性は緑体春化後の20 ℃ 8 時問日長条件における親と巳の到穂日数に
甚づいて分類した。

* *: 1%水準で 15: 1 に適合しない。

ー：個体数不十分のため同じ遺伝子を含むかどうか判定不能。

87 37 124 3: 1 
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個
体
数

60 
50 
40 
30 
20 
10 
゜

U?O U?O U?OU?OU?OU?OU? OU?OU? OU? 0襴
I� �N N'"''"'..,...,."'"'"'"'r-- r-- a:, a:, a, a, OH<-

I I I I I I I I I I I I I I I I I I� 丑I� 
到穂日数

Fl 
． ．

ハルヒカリ
． ．

到穂日数

緑体春化処理後の24時間日長（白）と8時間日長（黒）条件における厄とB1已集団の到穂日数の度数分布

不出穂： 100日までに出穂しなかった個体。

←ャ：8時間日長条件における親と 已の到穂日数の範囲。

［その他］

研究課題：世代促進の利用による早生化選抜技術の開発、小麦の世代促進 における出穂特性の変異固
定技術の 開発

予算区分：受託研究〔21世紀プロ・プランドニッポン〕、基盤

研究期間： 2004年度(2002~ 2005年度）
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